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総 会 次 第 

 

議事 

1  議案第 1号 2020年度事業報告 

２  議案第 2号 2020年度会計決算報告・会計監査報告 

３  議案第 3号 松が丘小学校区まちづくり協議会規約の改正（案） 

４  議案第 4号 202１年度 役員改選(案) 

５  議案第 5号 202１年度 事業計画（案） 

６  議案第 6号 202１年度 予算（案） 

 

  



議案第１号 

2020年度事業報告 

（活動目的） 

 松が丘小学校区まちづくり協議会は、松が丘小学校区にお住まいの皆さまが安全に

安心して、住み続けるために、住民相互の連携を図り、課題解決に取り組み、明るく元

気な、まちづくりを推進することを目的とする。 

 

（活動内容） 

１ 地域の情報発信【総務・広報部会】 

まちづくり協議会の事業報告や行事案内、また地域での活動状況等について、地域

にお住いの方々にお知らせするための広報紙を発行し、ホームページにも掲載しまし

た。  

◇広報紙 

 ・第４号 発行時期 ２０２０年 10月１日  配布枚数 約 2,000部 

 ・第５号 ２０２１年 2月開催のまちづくり講演会の周知を予定していましたが、新型

コロナウィルス感染防止のため中止となったため、発行見送りました。 

 ◇ホームページ 

・定期総会「書面表決」の開催報告 

・第１回松ヶ丘小学校区まちづくり協議会役員会の開催報告 

・まち協カフェの開催のお知らせ 

・広報紙発行のお知らせ 

・地域安全部会研修会の開催報告 

 

２ 健康増進及び地域福祉【福祉活動推進部会】 

  地域にお住まいの高齢者や障害のある方などの生活支援や外出支援の方策を調査

研究の一環として、地域住民が気軽に立ち寄り、居場所となる「まち協カフェ」を開催しま

した。 

◇開催時期  毎月第３日曜日、9時 00分～11時 50分  ◇参加費 １００円 

◇開催場所  大原壮園公民館 

◇開催状況  実施日：２０２０年 11月１5日、12月 20日及び２０２１年 3月 21日  

※新型コロナウィルス感染対策を行い開催 

◇延参加者  45名 

 

３ 地域交流及び多世代交流【多世代交流部会】 （中止） 

地域にお住まいの方々がふれあいや交流を図ることによって親睦や絆を深め、地域

全体が元気になり、また活性化することを目的として「ふれあい交流音楽会」「バスツア

ー」を事業計画として予定していましたが、新型コロナウィルスの感染拡大を受けやむを

得ず実施しませんでした。代替え案も模索しましたが、実施するのは難しいとの判断に

至っています。 



 

４ 地域安全部会研修会【地域安全部会】 

地域の防災力向上と災害時、避難所における地域リーダーとしての役割及び知識・技

能の習得を目指し研修会を開催しました。 

◇開催日時 ２０２０年１１月２１日（土）１３時３０分～１６時１５分 

◇開催場所 三田市総合福祉保健センター 多目的ホール 

◇講 師   三田市危機管理課 増田参事 

◇内  容  ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）の実践 

避難所運営マニュアル（新型コロナウィルス感染症対応編）の講義 

◇参加者  ３２名 

 

５ 地域計画策定講演会【総務広報部会】  （中止） 

  地域の目標となるまちの将来像を地域住民で共有し、地域課題の可視化や住民による

解決に向けての取り組みなどを長期的視点でまとめた計画（地域計画）の策定に向けて下

記の講演会及び意見交換会を予定していましたが、緊急事態宣言の発令により実施しませ

んでした。 

 

 

（会議関係） 

役員会  ３回 

部会長会 ２回 

総務・広報部会 ３回 

多世代交流部会 ３回 

地域安全部会 ４回 

福祉活動推進部会 ３回 

      

   



議案第２号  

2020年度 会計決算報告 

  事業期間 ２０２０年 4月 1日 ～ ２０２１年 3月 31日      
 収入金額 889,348  円 
 支出金額 889,320  円 

 差引残高 28 円 （繰越金） 

 

（収入の部）    （単位：円） 

科目 予算額 決算額 差異 内容説明 

地域交付金 2,000,000 889,320 △1,110,680 差異分を三田市に返納 

自主財源等 125,010 11 △124,999 貯金利息  

前年度繰越金 17 17 ０  

収入計 2,125,027 889,348 △1,235,679   
     

（支出の部）    （単位：円） 

科目 予算額 決算額 差異 内容説明 

賃金 705,000 575,798 △129,202 事務局人件費 

報償費 36,000 ０ △36,000  

旅費 35,000 ０ △35,000  

需用費 447,000 78,855 △368,145 
広報紙、各種案内印刷、プリンター
インク、用紙等 事務局消耗品費 

役務費 208,000 163,839 △44,161 
電話代、郵便代、振込手数料、保
険料等、ネット回線使用料 

使用料 
及び賃借料 

612,000 36,600 △575,400 
地域安全部会研修会、役員会等
会場費 

原材料費 70,000 ０ △ 70,000  

備品購入費 12,000 34,228 22,228 手提げ金庫、体温計等 

予備費 27 ０ △27  

(小計） 2,125,027 889,320 △1,235,707   

翌年度繰越金 - 28    

支出合計 - 889,348    

 

以上のとおりご報告いたします。   

  ２０２１年 3月 31日 
  松が丘小学校区まちづくり協議会 

   会 長 古 田 茂 充  印(捺印済み) 

   会 計 足 立 恵美子 印(捺印済み) 
   （捺印済み原本は会計担当が保管） 



 

2020年度 会計監査報告 

 

 ２０２１年４月 10日（土）に、松が丘小学校区まちづくり協議会事務局（三田市立松

が丘小学校内）において、2020年度松が丘小学校区まちづくり協議会の会計監査

を実施した結果、帳票類及び証拠書類は正確かつ適正に処理されていることを確認

しましたので、ここに報告します。 

 

 

２０２１年 5月 12日 

 

 

監査役 田 口 秀 次○印 

監査役 下 浦 好 朗○印 

（捺印済み原本は会計担当が保管） 

  



議案第 3号  

松が丘小学校区まちづくり協議会規約の改正（案） 

現行 改正案 

（活動） 

第４条 協議会は、前条の目的を達成するために、

次の事業を行う。 

(1) 協議会の予算、決算等に関すること。 

(2) 広報に関すること。 

(3) 住民交流の促進に関すること。 

(4) 安全、安心な地域づくりに関すること。 

(5) 福祉や生涯支援及び健康増進に関するこ

と。 

(6) 地域の環境美化推進に関すること。 

(7) 前各号に掲げるもののほか、住みよい地

域コミュニティの推進に関すること。  

（活動） 

第４条 協議会は、前条の目的を達成するために、

次の事業を行う。 

(1) 協議会の予算、決算等に関すること。 

(2) 広報に関すること。 

(3) 住民交流の促進に関すること。 

(4) 安全、安心な地域づくりに関すること。 

(5) 福祉や生涯支援及び健康増進に関するこ

と。 

(6)前各号に掲げるもののほか、住みよい地域

コミュニティの推進に関すること。    

（役員） 

第６条 協議会に、次の各号に掲げる役員を置く。 

（1） 会長     １名 

（2） 副会長   ２名 

（3） 事務局長 １名 

(4) 会計     １名 

(5) 理事   若干名 

(6) 監査役   ２名 

２ 役員は、総会において選任する。 

 

（役員） 

第６条 協議会に、次の各号に掲げる役員を置く。 

（1） 会長    １名 

（2） 副会長   ２名 

（3） 事務局長   １名 

(4) 会計      １名 

(5) 理事   若干名 

(6) 監査役   ２名 

２ 役員は、総会において選任する。但し、理事

は、部会長を充てるものとする。 

別表 （第５条、第９条関連） 

構成団体等 委員数 

区・自治会  6名 

民生委員・児童委員  6名以内 

ふれあい活動推進協議会  6名以内 

老人会  6名以内 

防犯協会  3名以内 

健康推進員  6名以内 

松が丘小学校ＰＴＡ  1名 

スポーツクラブ 21松が丘  1名 

青少年補導員  6名以内 

自主防災組織  6名以内 

その他の団体及び住民 若干名 
 

別表 （第５条、第９条関連） 

構成団体等 委員数 

区・自治会  6名 

民生委員・児童委員  6名以内 

ふれあい活動推進協議会  6名以内 

老人会  6名以内 

防犯協会  3名以内 

健康推進員  6名以内 

松が丘小学校ＰＴＡ  1名 

スポーツクラブ 21松が丘  1名 

青少年補導員  6名以内 

自主防災組織  6名以内 

まちづくりサポーター 若干名 

 
 

  



現行 改正案 

( 参 考 資 料 ) 

(第５条、第１３条関連) 

部会の各種構成団体  

部 会 名 主 体 と な る 構 成 団 体 

総務・広
報部会 

区長・自治会長 

多世代交

流部会 

区長・自治会長、ふれあい活動

推進協議会、民生委員・児童委

員、松が丘小学校ＰＴＡ、スポー

ツクラブ 21松が丘、老人会 

地域安全

部会 

区長・自治会長、自主防災組

織、防犯協会三輪南支部、青少

年補導員 

福祉活動

推進部会 

区長・自治会長、ふれあい活動

推進協議会、民生委員・児童委

員、健康推進員 

環境、美化

推進部会 

区長・自治会長、自主防災組

織、防犯協会三輪南支部、松が

丘小学校ＰＴＡ 
 

( 参 考 資 料 ) 

(第５条、第１３条関連) 

部会の各種構成団体  

部 会 名 主 体 と な る 構 成 団 体 

総務・広
報部会 

区長・自治会長等 

多世代交

流・福祉活

動部会 

区長・自治会長、ふれあい活動

推進協議会、民生委員・児童委

員、健康推進員、松が丘小学校

ＰＴＡ、スポーツクラブ 21松が

丘、老人会、まちづくりサポータ

ー 

地域安全

部会 

区長・自治会長、自主防災組

織、防犯協会三輪南支部、青少

年補導員、まちづくりサポータ

ー 
 

（第１３条関連） 

各部会活動 

部 会 名 活  動  内  容 

総務・広報

部会 

地域計画の推進、広報紙の発

行、ホームページの開設、住民

アンケートの実施、ワークショッ

プの実施 

多世代交流

部会 

交流、イベント等(祭り等の開

催)スポーツ、映画鑑賞等 

地域安全部

会 

防災訓練、防犯パトロール、通

学路の安全パトロール等 

福祉活動推

進部会 

子どもの健全育成、健康ウォー

キング、高齢者への支援や見

守り等 

環境、美化

推進部会 

地域の美化、環境保全等 

 

（第１３条関連） 

各部会活動 

部 会 名 活  動  内  容 

総務・広報

部会 

地域計画の推進、広報紙の発

行、ホームページの管理運営、

住民アンケートの実施、ワーク

ショップの実施等 

多 世 代 交

流・福祉活

動部会 

多世代交流活動（祭り、スポー

ツ、映画鑑賞等イベントの開催

等） 

福祉活動（コミュニティカフェ、

健康ウォーキング等による外出

機会の創出、高齢者への生活

支援や見守り、子どもの健全育

成等） 

地域安全部

会 

防災及び避難所運営訓練、防

犯パトロール、通学路の安全パ

トロール、安全安心なまちづくり

にかかる講演会等 
 

  

 

  



 

議案第 4号  

２０２１年度 役員改選(案) 

役   職 氏   名 所属団体等 

会 長 古 田  茂 充 区長・自治会長会 

副 会 長 内 田  誠 区長・自治会長会 

副 会 長 池 田 光 男 防犯協会三輪南支部 

事 務 局 長   

会 計 北 浦 尚 幸 まちづくりサポーター 

理 事 
（ 総 務 ・ 広 報 部 会 長 ） 

  

理 事 
（多世代交流・福祉活動部会長） 

   

理 事 
（ 地 域 安 全 部 会 長 ） 

  

監 査 役 田 口 秀 次 区長・自治会長会 

監 査 役 足 立 恵 美 子 健康推進員 
   

顧 問 山  本  克  之 松が丘小学校長 

顧 問 中 田 邦 晴 まちづくりサポーター 

顧 問 菅 野 英 隆 まちづくりサポーター 

※事務局長については、後日検討することとする。 

  ※理事については、各部会員の互選によって決めていただくこととする。 

  



議案第 5号  

２０２１年度 事業計画（案） 

活動の目的 協議会は、松が丘小学校区にお住まいの皆さまが安全に安心して、
住み続けるために、住民相互の連携を図り、課題解決に取り組み、明る
く元気な、まちづくりを推進することを目的とします。 

活動の内容 

 

協議会は、活動の目的を達成するために、下記の内容について地域
団体・民間団体・行政など様々な主体との協働を通じて、地域づくりの
推進を図ります。 

1. まちづくり協議会や地域のイベント、会議等の取り組み状況につい
て、ホームページや広報紙の発行（年３回）により地域住民に周知
します。 

2. 災害時に備えて松が丘小学校区内の一時避難所に指定されてい
る松が丘小学校での避難所運営訓練マニュアルの策定に取り組
み、防災体験学習を進め、防災訓練を実施します。また、防災指導
者育成のための研修派遣等を検討します。 

3. 生活の身近にある犯罪や事故等について、住民が被害にあわな
いように手口や対策を学び、未然に防止する講習会や啓発に取り
組みます。 

4. 松が丘小学校区内の地域交流や多世代交流を推進するため、ふ
れあい交流会、映画鑑賞会、囲碁ボール大会等を実施します。 

5. 松が丘小学校区内にお住まいの高齢者や障害のある方などの生
活支援や外出支援の方策を引き続き調査研究します。 

6. 地域住民の居場所づくりや地域交流を図るために、「まち協カフ
ェ」を継続的に実施、充実に努め、「いきいき百歳体操」、「ノルディ
ックウォーキング」など新たな取り組みを進めます。 

7. まちづくり協議会の活動を通じて地域計画の作成に取り組みま
す。 

8. 上記の事業を推進するため、先進地視察やワークショップ等を行
います。 

活動の工夫 

 

1. 地域の中心に位置する松が丘小学校内に事務局を設置したことに
より、まちづくり構成団体との情報共有や連携をより一層深めてい
けるようにします。 

2. 専門部会が専門的かつ重点的に調査研究や各種活動を行うこと
で、効率的かつ効果的な事業推進を図ります。 

3. 課題ごとの研究チームを立ち上げます。 

4. 新型コロナウィルス感染拡大への対応など、事業の実施について
は、安全対策に十分配慮し取り組みを進める。 

  



議案第 6号  

２０２１年度 予 算 （案） 

事業期間：２０２１年 4月 1日～２０２２年 3月 31日 

（収入の部）                                                単位：円 

科目 
本年度予算額 前年度予算額 差異 

内容説明 
(A) (B) (A)-(B) 

地域交付金 2,000,000 2,000,000 0   

自主財源等 100,010 125,010 ▲25,000 
三田市地域元気アップ！住民交流促進支援事
業助成金                 100,000 
預金利息                      10 

前年度 

繰越金 
28 17 11   

収入計 2,100,038 2,125,027 ▲24,989   

（支出の部）                                                単位：円 

科目 
本年度 

予算額(A) 

前年度 

予算額(B) 

差異 

(A)-(B) 

(A)の内訳 
内容説明 

交付金 その他 

賃金 702,000 705,000 ▲3,000 702,000   事務局人件費 

報償費 95,000 36,000 59,000 95,000  
地域計画アドバイ
ザー、防災リーダ
ー謝礼等 

旅費 37,000 35,000 2,000 37,000  労基署、税務署等 

需用費 ２20,000 447,000 ▲２27,000 220,000  

広報紙等印刷、百
歳体操おもり、防
災訓練消耗品費、
事務局消耗品費等 

役務費 218,000 208,000 10,000 218,000  

電話・郵便代、振込
手数料、保険料
等、インターネット
設備使用料 

委託料 420,000 0 420,000 320,000 100,000 
ふれあい交流会、
映画上映会等委託 

使用料及び 

賃借料 
233,000 612,000 ▲379,000 233,000  

役員会(総会等)会
場費、バス借上料
等 

原材料費 35,000 70,000 ▲35,000 35,000  防災訓練食材費 

備品購入費 140,000 12,000 128,000 140,000  
百歳体操用大型テ
レビ等 

予備費 38 27 11 0 38   

支出計 2,100,038 2,125,027 ▲24,989 2,000,000 100,038   

 



添付資料-① 

松が丘小学校区まちづくり協議会規約 改正後 

第１章 総則 

（名称及び事務所） 

第１条 本会は、松が丘小学校区まちづくり協議会（以下、「協議会」という。）と称する。 

２ 協議会の事務所は、松が丘小学校内(三田市川除 535番地)に置く。 

 （対象区域） 

第２条 協議会の対象区域は、松が丘小学校校区（以下、「校区」という。）とする。 

 （目的） 

第３条 協議会は、松が丘小学校区にお住まいの皆さまが安全に安心して、住み続けるた

めに、住民相互の連携を図り、課題解決に取り組み、明るく元気な、まちづくりを推進す

ることを目的とする。 

 （活動） 

第４条 協議会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

(1) 協議会の予算、決算等に関すること。 

(2) 広報に関すること。 

(3) 住民交流の促進に関すること。 

(4) 安全、安心な地域づくりに関すること。 

(5) 福祉や生涯支援及び健康増進に関すること。 

(6) 前各号に掲げるもののほか、住みよい地域コミュニティの推進に関すること。 

２ 協議会は、活動にあたって、特定の宗教活動又は政治活動を目的とする活動は行わな

い。 

第２章 組織及び役員 

 （組織） 

第５条 協議会は、（別表）に定める各種団体等で構成する。 

２ 協議会への新たな団体等の参加については、総会の議決によるものとする。 

 （役員） 

第６条 協議会に、次の各号に掲げる役員を置く。 

（1）会長    １名 

（2）副会長   ２名 

（3）事務局長  １名 

(4)会計    １名 

(5)理事   若干名 

(6)監査役   ２名 

２ 役員は、総会において選任する。但し、理事は、部会長を充てるものとする。 

３ 監査役は、他の役員を兼ねることはできない。 

４ 総会の承認を得て、協議会に顧問を置くことができる。 

 （役員等の職務） 

第７条 会長は、協議会を代表し、会務を総括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を

代行する。                             

３ 事務局長は、協議会の事務を統括する。 



４ 会計は、協議会の会計事務を担当する。                

５ 理事は、協議会の会務を執行する。 

６ 監査役は、協議会の会計について監査を行い、毎年定期総会に報告する。       

７ 顧問は、会長の要請に応じて会議に出席し、協議会の運営及び活動に関して意見を述

べることができる。 

 （役員の任期） 

第８条 役員の任期は、定期総会の日から次の定期総会の終結の時までとする。但し、補

欠により選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 役員は再任することができる。 

第３章 会議 

 （総会）                                          

第９条 総会は、協議会の最高議決機関とし、構成団体等（別表）の代表者及び代表者が

推薦する者（以下、「委員」）によって構成する。   

２ 総会は、次の事項を審議し、承認及び議決を行う。  

 （1）事業計画及び予算に関する事項  

 （2）事業報告及び決算報告に関する事項  

 （3）協議会の組織、構成団体、委員に関する事項  

 （4）役員の選任に関する事項   

 （5）規約の改廃に関する事項  

 （6）前各号に掲げるもののほか、協議会の運営に関し重要な事項   

３ 総会は、会長が招集する。 

４ 総会は、委員の過半数の出席（委任状を含む。）をもって成立する。           

５ 総会の議長は、出席した委員の中から選出する。  

６ 総会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の場合は、議長の決する

ところによることとする。   

７ 総会は、毎年１回開催するほか、会長が必要と認めたとき又は委員の半数以上の請求

があったときは、その都度臨時総会を開催しなければならない。 

 （総会の議事録）                                   

第１０条 総会の議事については、次の各号に掲げる事項を記載した議事録を作成する。    

(1) 日時及び場所 

(2) 委員の現在数と出席者数 

(3) 開催目的、審議事項及び議決事項 

(4) 議事の経過の概要及びその結果 

(5) 議事録署名人の選任に関する事項 

(議事録の公開) 

第１１条 校区住民および校区構成団体は、会長に申出のうえ、総会の議事録を閲覧するこ

とができる。 

２ 会長は、協議会の活動内容を広く周知するため、総会の議事要旨について、さまざまな

手法により公開しなければならない。                               

 （役員会） 

第１２条 役員会は第６条第１項第１号から５号までに定める者をもって構成する。 

２ 役員会は、次の各号に掲げる事項を評議決定する。 

（1）事業計画案及び予算案の作成に関する事項 



（2）事業報告及び決算報告の作成に関する事項 

（3）評議決定した事項を校区住民に周知する事項 

（4）協議会の運営に関し緊急を要する重要事項 

（5）総会の議決を要しない会務の執行に関する事項 

３ 前項第４号の事項を評議決定したときは、会長は次の総会においてこれを報告し、その

承認を求めることとする。 

４ 役員会は、会長が必要に応じて招集し、会長がその会議の議長となる。 

５ 役員会は、役員会構成員の過半数（委任状を含む。）の出席をもって成立する。 

６ 役員会の議事は、出席構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 

７ 会長は、必要があると認めるときは、役員会に関係者の出席を求め、説明又は意見を聞

くことができる。 

 （専門部会） 

第１３条 専門部会は、必要に応じて専門的な事項について活動を行う場合に設置すること

ができる。 

２ 専門部会は、会長及び委員が推薦する者をもって構成する。 

３ 専門部会は、専門部会員の互選により、部会長及び副部会長を選出する。 

４ 専門部会長は、専門部会を代表し会務を総括する。 

５ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるとき又は部会長が欠けたときは、そ

の職務を代行する。 

６ 前条第４項から第７項までの規定は、部会の会議について準用する。この場合におい

て、同条第４項から第７項までの規定中、「役員会」とあるのは「部会」と、「会長」とあるの

は「部会長」と読み替える。 

第４章 事業計画および予算 

 （事業計画及び予算） 

第１４条 協議会の事業計画及び予算は、役員会がその案を作成し、総会の議決を経て定

めなければならない。 

２ 事業計画及び予算を変更するときは、前項の規定を準用する。 

 （事業報告及び決算報告） 

第１５条 協議会の事業報告及び決算報告は、毎会計年度終了後速やかに役員会が作成

し、監査役の監査を受け、総会の承認を得なければならない。 

第５章 事務局 

 （事務局） 

第 1６条 協議会の事務を円滑に執行するため、事務局を置くことができる。 

２ 事務局は、協議会及び構成団体等の事務を処理する。 

３ 事務局の運営に関する事項は、会長が役員会に諮り別に定める。 

第６章 会計等 

 （経費） 

第１７条 協議会の経費は、交付金、補助金、委託料、助成金、協賛金、寄附金その他の収

入をもって充てる。 

 （会計年度） 

第１８条 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるものとする。 



 （監査と報告） 

第１９条 監査役は、会計年度終了後に監査（会計監査及び業務監査）を行い、総会に報告

する。 

 （会計及び資産帳簿の整備及び公開） 

第２０条 協議会は、会計の透明性を確保するため、会計及び資産に関する帳簿を整備し

なければならない。 

２ 校区住民は、会長に申出のうえ、会計及び資産に関する帳簿を閲覧することができる。 

但し、個人情報等公開することが適当でない情報が含まれている場合は、当該部分を除

いた帳簿を公開するものとする。 

第７章 その他 

(帳簿書類の保存期間) 

第２１条 会計に関する帳簿及び保存期間は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 収支予算書及び収支決算書 ５年 

(2) 帳簿等 ５年 

(3) 計算書類及び証拠書類 ５年 

(4) その他関係書類 ５年 

第８章 補則 

  (委任) 

第２２条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が役員

会に諮り別に定める。 

附 則 

 この規約は、平成３０年２月２２日から施行する。 

 この規約は、平成３０年５月２４日から施行する。 

 この規約は、令和３年５月１２日から施行する。 

 

別表 （第５条、第９条関連） 

構成団体等 委員数 

区・自治会  6名 

民生委員・児童委員  6名以内 

ふれあい活動推進協議会  6名以内 

老人会  6名以内 

防犯協会  3名以内 

健康推進員  6名以内 

松が丘小学校ＰＴＡ  1名 

スポーツクラブ 21松が丘  1名 

青少年補導員  6名以内 

自主防災組織  6名以内 

まちづくりサポーター 若干名 

  

 

 



 (参考資料) 

 

(第５条、第１３条関連) 

部会の各種構成団体  

部 会 名 主 体 と な る 構 成 団 体 

総務・広報部会 区長・自治会長等 

多世代交流・福祉活動
部会 

区長・自治会長、ふれあい活動推進協議会、民生委員・児童委員、健
康推進員、松が丘小学校ＰＴＡ、スポーツクラブ 21松が丘、老人会、
まちづくりサポーター 

地域安全部会 区長・自治会長、自主防災組織、防犯協会三輪南支部、青少年補導
員、まちづくりサポーター 

 

 

（第１３条関連） 

各部会活動  

部 会 名 活  動  内  容 

総務・広報部会 地域計画の推進、広報紙の発行、ホームページの管理運営、住民ア

ンケートの実施、ワークショップの実施等 

多世代交流・福祉活動

部会 

多世代交流活動（祭り、スポーツ、映画鑑賞等イベントの開催等） 

福祉活動（コミュニティカフェ、健康ウォーキング等による外出機会の

創出、高齢者への生活支援や見守り、子どもの健全育成等） 

地域安全部会 防災及び避難所運営訓練、防犯パトロール、通学路の安全パトロー

ル、安全安心なまちづくりにかかる講演会等 

 

 

 


